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個人学習（個人で進める■形態）  
学習媒体の利用  




館で資料を利用して行う学習はこれに属する   







摘している．   






















く）と関連文献を紹介し，両者の関係を明らかにする．   
1．個人学習の意義   
1．1答申  




ついて」（以下「社数審答申」という）である．   





し，個人学習を社会教育の範囲内に含めている．   
「第二部 社会教育振興の方向」で軋「二．社会教  
育の方法（1）方法の現状 ア，学習の形態」で，個人  






















に遡って個人学習が位置づけられている．   
2．個人学習ま視の背景  
2．1個人学習軽視の背景   
斉藤は，これまで個人学習が軽視きれてきた理由とし  











ため，教育活動になじみにくいこと．   
④従来は，個人学習の基本条件である学習媒体や社会  
教育施設等の学習手段が乏しかったため，多くの人々に  
とって個人学習は手の届かないものであったこと．   






【1）乗合学習の欠点   
①人々の学習要求が高度化・多様化するにつれて，一   
般的な集合学習でほ対応が困難になってくる．特に   
個々の学習者の学習要求や学習能力・知識水準と合  
致しない場合がある．   
⑧成人の場合，希望する内容の集合学習の機会が設け  
られても，時間的・距離的条件によって，出席でき  
ないことが少なくない．   
⑨内向的性格などのパーソナリティの特質から，集合   
学習を好まない人がいる．   
④身体的条件によって参加できない人もいる．   
⑨施設・設備には収容人員に限界がある．  
（2）個人学習重視の背景   
①あらゆる分野にわたって大量の図書・雑誌等が発行  
されているため，個人の多様な要求に適したものが  
選択できる．   
⑧教育機器の入手や操作が容易になり，利用が「般化  
している．   
⑧コンピュータ等のニューメディアが急速に進歩して   
生活の各分野に浸透することが予測される．   
④これまでの社会教育における集合学習形態万能の考   
え方が再検討されている．   
3．個人学習の方法  
3．1答申   
仙 社会教育審議会答申   
「（2）社会的条件の変化と方法」の「イ 個人学習の  
促進」では，次のように指摘している．   
個人学習に応じうる教育方法，社会通信教育および   
各種の社会教育施設の役割はますます大きくなる．   
（中略）また，社会教育施設について払個人の相談  
に応じうる体制の確立など，個人学習を容易にする   
諸方法を拡充する必要がある．  
（2）中教容答申   
学習方法の観点からは構成されていないが，「欝2章  
我が国の生涯教育に関する状況と今後の課題」では，  




き」であると提言している．「第4章 成人期の教育」  
では，「3 社会教育の振興」の「（3）社会教育施設の  
整備・充実」で計画的・体系的整備の必要性を強謝する  
とともに，「㈲ 個人学習の奨励・援助」で，社会通信  
教育の充実，各家庭への情報伝達媒体の開発・活用，電  
話あるいは社会教育施設による情報鰻供・相談事業の強  
化・拡充を提言している．「欝5章 高齢期の教育」で  
















め，公民館の14．1％を大幅に上まわっている．   





と提言している．   
4．学習媒体としての印刷媒体の意義  
4．1理論   


















本を読む能力を持っているという基礎条件下で   
3．2 理論   
斉藤は，個人学習の方法の類型として次の3点をあげ  
ている．   




㊥社会通信教育   
㊥個人で利用して，それぞれのペースで学習を進める  
ことができる施設  
㊥図審館 ⑥博物館  




㊥電話による相談   
本家は，個人学習の方法として斉藤のあげた方法を紹  
介しているが，ニューメディアの開発と普及が個人学習  
の方法に変革をもたらすと予測している．   
斉藤と本家は，それぞれの方法について特性・方法を  

















り，個人学習にとって大きな役割を果すものである．   
3．3 データ   
ここでは，必要最小限のデータを示すにとどめる．   
糾 学習方法に占める印刷媒体の比率   
NHK総合放送文化研究所が1982年に実施した「学習  
関心調査Jでは，全学習行動数に占める個々の学習方法  
ヱ48 図音飴雑籠1990．3．  






的多角的な情報を提供することができる．   
辻は他に印刷媒体の特性として次の点をあげている．   
①印刷媒体は本来的に人間の思考を自由に働かせる  
機能を持っており，読むことは人間の認識に独得  
の作用を与える．   
高桑は他に次のような図書資料の意義をあげている．  
①軽い読み物も，潜在的学習者を学習者へ導く可能  
性を持っている．   
本家は，書籍の特色として次の点をあげている．  
①図書館等の整備によって，個人利用に対するサー  
ビス体制が確立整備されてきた．   

















い．   



























また，ニューメディアへの対応を急ぐま払要がある．   
おわりに  
紙数の制約のため，要点のみ触れた．近日中に詳しく  
論ずる予定である．   
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